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　野口さんが亡くなって早くも1年余。しかし思い返すたびに今だに信じら
れない気持である。明大に勤めはじめて以来ずっと一緒だった。野口さんが
入ってきたのは私より1，2年あとだったが，付き合いは30年あまりになる。
その野口さんがもうこの世にいないという事実が，どうにも実感として迫っ
て来ないのである。
　いかにも賑やかな人だったし，いろいろな意味で日頃の存在感が大きかっ
たせいもあるのだろう。昭和32年に私が政経学部の非常勤講師になったころ
には，まだフランス語の専任教員は1人もいなかった。間もなく伊東広太先
生が文学部から移籍してこられ，次いで私，野口さんの順で専任が3人にま
でなった。4人目の小副川さんが加わるまでにはしばらく間があったから，
伊東先生を中心にした3人で何かにつけてかたまって歩き，ひときわ濃い
数々の思い出を共有する間柄となったのだった。後にさらに安藤元雄さん，
飯田年穂さん，小畑精和さんが加わり，代わりにその間に伊東先生と私が文
学部に移るという変化はあったものの，伊東先生の采配下に私たち3人が作
りだした政経学部フランス語グループの行動習慣は，文学部移籍組の政経へ
の相変わらずの帰属意識まで含めて長く続いてきたのだが，政経に残って今
やそれを中心的に支えていた野口さんが，思いがけず最初に欠けることにな
ってしまったのである。
　生粋の京都育ちでありながら京都嫌いで，あえて東京に生活の場を持って
はいたが，それでもやはり京風都会人には違いなかった野口さんにとって，
明大での日々は必ずしも快適なばかりではなかったかもしれないと思う。し
かしわれわれにとって野口さんの存在は，つねに大きな明るさの光源だった。
あの開けっ広げな性格はなるほど京都人には珍しいものだったかもしれない
が，それがいつも座を陽気に盛り立ててくれていた。彼のほかに，同じよう
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に並外れた精力的多弁家で，やはり故人となってしまったドイツ語の鈴木武
樹，英語の小野二郎の両人が加わったときの，研究室や酒場での盛りあがり
ようといったらなかった。皆，まだ若かったせいもあるが，三人三様にサー
ヴィス精神の塊のような人物たちで，いずれも私と同年輩の彼らが政経学部
に揃っていた活気に満ちた一時期，今となっては夢のような一時期がなんと
も懐かしい。
　野口さんの思い出となると，やはり伊東先生と3人でした旅の数々が最も
印象深く浮かんでくる。これもたいていは伊東先生の主導で，ずいぶん方々
に行ったが，野口さん自身の招待で祇園のお茶屋体験なるものを初めてさせ
てもらったこととか，越後湯沢で，その年のミス駒子という芸者さんに3人
とも熱い想いを燃やしたこととか，私がフランスに滞在していた折には，残
りの2人で日本からわざわざツアーに加わって訪ねてきてくれたこともあっ
た。日頃からそうだったが，旅先の徒然に出る座興話がまた面白く，野口さ
んの絶妙な話術に乗せての多彩きわまる博識の披露と，伊東先生の土俗的レ
アリスムとも言うべきこれまた無尽蔵の体験談とが，両極から好対照を成し
ながら巧みに噛み合って，夜の更けるのを忘れさせるのが常だった。私はと
いえば，正真正銘もっぱら聞き役を承るのが常で，ニタニタゲラゲラ笑って
いるだけの聞き役というものも，確かに必要なのである。こういう楽しい旅
先での語らいと，伊東，野口御両人の掛け合いは，他の同僚諸氏が加わった
ときにもまったく同じだったが，その都度の一部始終を実によく覚えていて，
後々まで繰り返し面白可笑しく語り直しては，記憶を甦えらせてくれるのも
野口さんなのであった。
　その野口さんは，もちろん人を笑わせてばかりいたわけではなく，何事に
も一途な彼が学内の諸事について，あるいはフランス文学界の現状について，
悲憤慷概するのを聞いたこともしばしばであった。彼には京都派でも東京派
でもない一匹狼としての大きな自負があったのである。その自負は明大への
深い愛情にもつながっていたし，学内でのさまざまな尽力に際しての独得の
発想や行動にも現れていたが，二部教務部長としての彼の最大の献身的活動
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が，少なからず彼の健康を害したようであった。自律神経の失調に陥り，以
前からの薬の多用の度合がさらに増しているらしい様子を見るのは痛々しか
ったが，まさかこの早世にまでつながるとは私にも予想の外だった。
　野口さんが一番仕合せだったのは，在外研究員としてフィレンツェに住ん
でいた時期だったのではないかと思う。かの地の気風が彼には至極合ってい
たようだったし，そこで仕入れた学問的ストックを形にするのが念願だった
はずだが，それが叶えられずに終わったことが何よりも残念である。
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